
様式Ⅰ

「平成28年度オリンピック・パラリンピック教育推進校」

事業実施報告書
Ⅰ　スポーツへの誘い　自己肯定感の醸成

Ⅱ　障害者や高齢者への理解　共生社会の形成

Ⅲ　スポーツへの関心や競技力向上　スポーツボランティア

　　への参画

Ⅳ　オリンピック・パラリンピックに向けた京都の伝統や文

　　化等の発信
Ⅴ　国際理解教育の推進

【学校名】京都市立　祥栄　小学校

【全校児童・生徒数】　　　　３９５名

【テーマ】　Ⅰ 　Ⅱ　 Ⅲ　 Ⅳ　 Ⅴ　

【実践研究タイトル】　　　　　　　　　
人権学習　～車椅子バスケットボール選手との交流を通して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実践学年、部、講座等（学年別・男女別人数）】
５年　７６名　（男子　４５名，女子　３１名）

【目的・ねらい】

オリンピック・パラリンピックの価値
友情（　　）　卓越（　○　）　尊重（　
○　）
勇気（　　）　決断力（　　）
平等（　○　）　鼓舞（　○　）

・車椅子を使って生活する苦労や工夫を知り，体験を通して考え，障がいをもった方たち
と共生する社会について考える。

・車椅子バスケット選手の方の話を聞いたり，競技用車椅子の使用体験をしたりして，誰
もが気持ちよく生きるために必要なことについて自分の考えをもち，実践していこうと
する心情を養う。

【種類】
・各教科（　　　　　）　・道徳　・外国語活動　・総合的な学習の時間　特別活動
・部活動（　　　　　）　・その他（　　　　　）

【実践内容等】



（実践内容）
１　授業での実践
（１）車椅子の乗り方について知り，使用者がどのような苦労や工夫をしているかを知

る。
（２）車椅子の体験を行い，生活する上ではどのような問題があるか予想し，調べる。

（３）車椅子バスケットというスポーツについて知り，体験する。

（４）車椅子バスケットの競技者から話を聞き，誰もが気持ちよく暮らせる社会の在り
方について考える。

（５）車椅子テニスの国枝慎吾選手の生き方を学び，友達と意見交流する。これまでの
学習を通して，誰もが気持ちよく生きられる社会の実現に向けて自分の考えをも
ち，実践していこうという心情を養う。（保護者参観授業）

（実践上の工夫点、留意点等）
・車椅子バスケットのルールなどを事前に研究しておく。
・講師の方とねらいや気づかせたいことなどについて打ち合わせをしておくことで，有意
義な時間となるようにする。

・子どもたちの活動を多く取り入れ，体験を伴った確かな理解へとつなげられるような
授業内容を工夫する。



（成果）
講師の２人の方は，交通事故が原因で車椅子での生活を余儀なくされた。足が動かな
くなったという現実を受け入れること，リハビリのつらさ，両親や友だちのはげましへ
の感謝等の話に，子どもたちは感銘を受けていた。最後に，事故にあわないようにみん
なに気を付けてほしい，違法駐輪やごみのポイ捨て等をしないでほしいという話があっ
た。車椅子を使う人にとって，捨ててあるガムを踏むと直接手で触れてしまうことにな
り，大変だということであった。みんなが社会で大切にされ，共に生きていくために今
まで気づかなかった視点があることを知ることができた。また，学校の中で調べ学習を
するだけでなく，実際に経験されている方の話には説得力があり，ふれあうことで実感
を伴う障がいについての理解ができた。

～児童の感想文より～
・僕は車椅子バスケット体験で，足が使えないのにバスケットをできるのがすごいなと思
いました。車椅子バスケットを体験して，２回こいで１回ボールをついて，またそれを
するのがとても難しかったです。そして，曲がるのも難しかったです。車椅子を使う人
は下に落ちているガムやビンの破片がとても困るということが分かりました。

・火曜日にアップスの選手の人たちに来てもらいました。車椅子に乗ったときは，乗り
こなせなくて落ちそうになったけど，選手の人はそれを上手に乗りこなせていてすご
いなぁと思いました。でも，２人の選手が車椅子に乗ることになったきっかけを知る
と，すごくショックでした。

【オリンピック・パラリンピック教育の実施に伴う課題等】
・今年度だけの取組とするのではなく，継続的に取り組めるように予算の確保をしてい
きたい。

・車椅子バスケットだけでなく，テニスやブラインドサッカーなど様々な競技選手の方
の話も聞けるように広げていきたい。


